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研究成果概要 
我々は宇宙線研究所附属明野観測所の敷地内に 50cm の可視光望遠鏡（明野 50cm 望遠

鏡）を所有しており、三つの波長域（g’:400～550 nm、Rc:570～730 nm、Ic:730～850 nm）

を同時に測光出来る装置が取り付けられている。この望遠鏡は東工大大岡山キャンパス

とネットワークによってつながれ、その回線を介してデータ転送及び遠隔制御が可能で

ある。さらに突発天体が生じた際、特に主要な研究テーマであるガンマ線バースト現象

の即時測光観測において、現象の発見から 2 分以内で自動的に観測を開始出来る機能を

備えている。本年度は以下の研究活動を行った。 
 
1. ガンマ線バースト（GRB）の観測 
本年度は21件のGRBに

ついては観測によって少

なくとも限界等級を求め

ることが出来、その中で

も6件について可視光で

の天体を同定した。右の

表はそれらの各波長での

等級と発生から観測開始までの時間を示している。観測開始までに時間を要しているも

のがあるのはこれらの天体の発見が日本時間の朝から夕方の間だったため、すぐに観測

が出来なかったためである。今年度は例年に比べて現象から1分以内で観測を開始出来た

上で可視対応天体の見つかったGRBが多かった。このうち現象初期の光度曲線を得られ



たのはGRB161014AとGRB161017A、GRB170202Aである。 
また、このうち特に明るい現象で2晩にわたって観測出来たGRB161017Aについては、東

京工業大学の大学院生によって解析が行われており、結果についての物理的な議論を行

っているところである。 
2. 大学間連携に関する観測 
現在参加している「光・赤外線大学間連携事業」の一環として、日本の大学と国立天文台

が国内外に持つ中小の望遠鏡と連携し、低質量X線連星 Aql X-1 について観測が行われ

た。観測期間は2016年8月6日から8日間であり、明野50㎝望遠鏡では5日分のデータが取

得出来た。短時間変動では明るい時に青い色になるという傾向が見られ、広島大学のかな

た望遠鏡による観測では偏光度の変動が小さいことから降着円盤由来ではないか、という

予測が可能である。詳細については現在議論中である。大学間連携事業は今年度が最終年

度であったこともあり観測の提案も少なかったが、本事業は来年度以降も継続することが

決まっており、今後も連携観測を行っていく。 
3. 重力波天体の可視光追観測 
昨年度より、重力波天体の可視光追観測を行うため、日本の重力波天体の電磁波追観測

グループである J-GEM やカリフォルニア工科大学が中心となって世界規模の観測ネット

ワークを構築する GROWTH に参加している。視野の狭い明野 50 ㎝望遠鏡では近傍銀河に

しぼったサーベイ観測を行い、もし他観測機関で候補天体が報告されればその天体につ

いての追観測を行うという体制ととっている。現在、J-GEMにおいては重力波のイベント

が起こった際にその方向にある銀河のリストが自動的に生成されるため、明野 50 ㎝望遠

鏡もこのリストを自動的に処理して近傍銀河の観測をただちに観測する体制を整えた。 

4. 観測環境の整備 
突発天体の解析環境整備として即時測光解析パイ

プラインの整備と画像差引による新天体発見プロ

グラムを作成した。右上は即時測光解析パイプライ

ンにより誤差円内にある天体全ての光度曲線を自

動的に作成し明るさが急激に減光する GRB161014A

（紫色の線）を実際に発見した図である。さらに右

下の図は GRB160703A に画像差引による新天体発

見の応用例を示している。観測した画像（左）か

らテンプレート画像（中）を差し引くと、その画

像（右）から目標の天体（画像中央）を発見する

ことが出来ることを示した。 
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